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－70－

［あ行］
アルファ線（α線）：

放射線の一種で、陽子２個と中性子２個からなるヘリウムの原子核と同じ構造の粒
子。物質を通り抜ける力は弱く、空気中では数センチメートルしか進めず、紙１枚程
度で止める事ができる。体内にアルファ線を放出する放射性物質を摂取した場合、人
体への影響はベータ線やガンマ線より大きい。

安定ヨウ素剤：
放射性ではないヨウ素をヨウ化カリウムの形で製剤した薬
品。ヨウ素は、甲状腺ホルモンの構成成分として必須の微量
元素である。甲状腺はヨウ素を取込み蓄積し、それを用いて
甲状腺ホルモンを合成するという機能があるため、原子力施
設等の事故で環境中に放出された放射性ヨウ素が呼吸や飲食
により体内に摂取されると甲状腺に集まり組織内で一定期間
放射線を放出する。その結果、甲状腺障害が起こり、比較的低い線量域では甲状腺が
んを、高線量では甲状腺機能低下症を引起こす可能性がある。これらの障害を防ぐた
めに、放射性ヨウ素を取り込む前に甲状腺を安定ヨウ素で飽和しておくのが安定ヨウ
素剤服用の目的である。安定ヨウ素剤は内部被ばくのうち甲状腺被ばくの低減のみ効
果がある。効果は、投与時期に大きく依存し、放射性ヨウ素吸入直前の投与が最も効
果が大きく、放射性ヨウ素の吸入後であっても８時間以内であれば約４０％、２４時間以
内であれば７％程度の抑制効果が認められるとされる（HealthPhys，７８，２０００）。なお、
ヨウ素剤は医師等による服用判断が必要となる。

［か行］
外部被ばく：

人体の外部から放射線を受ける被ばく。一般の人の受ける外部被ばくとしては、宇
宙線、大地の中の放射性物質等からの放射線があり、X線による診断も含まれる。

確定的影響：
放射線防護の視点から、被ばく線量と影響の現れ方の関係に注目した分類方法で、
一定の線量（しきい線量）を超えると発症し、その重篤度が線量に依存する影響。確
定的影響の代表的な例とし
て、骨髄造血機能低下、脱毛、
白内障、悪心･嘔吐等がある。
しきい線量は、５年以内に、
被ばくした人の１～５％に症
状が現れる線量として定義さ
れている。

用語等の解説
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確率的影響：
放射線防護の視点から、被
ばく線量と影響の現れ方の関
係に注目した分類方法で、線
量の増加と共に発生確率が増
加し、重篤度は線量によらな
いとされる影響。放射線防護
の立場からは、しきい線量は存在しないと仮定してリスク評価が行われる。確率的影
響の代表的な例として、がん、白血病、遺伝的影響がある。

核融合：
原子核反応の一種で、水素、重水素、トリチウム等の質量の軽い原子核が核反応の
結果、より重い原子核になる現象。反応前と後では質量和は反応前の方が大きく、そ
の差がエネルギーとして放出される。この反応を利用して、エネルギーを取り出そう
とするのが、核融合炉である。

簡易型放射能測定装置（ベクレルモニター）：
食品や土壌などに含まれる放射能（単位はBq）の強度を放射性核種ごとに分析でき
る装置。測定結果は、リアルタイムでBq/kgで表示される。
検出器に高分解能、高感度のシンチレータ（ランタンブロマ
イド（LaBr３））を採用した測定装置で、東海村では放射能測
定の一次スクリーニング用として使用している。７００悪のマリ
ネリ容器による３０分間の測定で１３７Cs、１３４Cs、１３１Iの検出下限値
は約２５Bq/kgとなり、食品の出荷制限基準値である１００Bq/kg
（放射性セシウムについて）を下回る測定ができる。

ガンマ線（γ線）：
原子核の壊変によって原子核から放出される電磁波。物質を透過する力がアルファ
線やベータ線より強く、遮へいには鉛やコンクリートを用いる。

空間線量率（空間放射線量率）：
単位時間あたりの空間の放射線量。通常、測定対象はガンマ線や中性子線で、原子
力施設からの異常放出などによる環境中の放射線レベルの変動を監視するためにモニ
タリングステーション等で測定している空気吸収線量（率）と放射線防護の目的でサー
ベイメータなどで測定される１センチメートル線量当量（率）に大別される。
空気吸収線量は、単位体積あたりの空気に吸収された放射線のエネルギー量で、単
位はグレイ／時（Gy/h）。
１センチメートル線量当量（率）は、人の被ばくに着目して、外部被ばくによる実
効線量を評価するためにサーベイメータ等で測定される線量で、単位はシーベルト／
時（Sv/h）。

クリアランスレベル／クリアランス制度：
原子力施設の解体撤去や運転保守に伴って発生する固体廃棄物のうち、放射性物質
の放射能濃度が極めて低く人の健康への影響が無視できるため、放射性物質として扱
う必要のない物を区分する放射能のレベル。また、区分された固体廃棄物を再利用す
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ることができる制度をクリアランス制度という。
国際原子力機関（IAEA）などはクリアランスレベルを「放射線防護に係わる規制

の体系から外してよい物を区分するレベル」と定義づけている。
原子力規制委員会：

環境省の外局組織として設置された３条委員会。経済産業省下にあった原子力の安
全規制を担う原子力安全･保安院と内閣府の原子力安全委員会が統合された新しい原
子力規制行政の組織。

［さ行］
３条委員会：

国家行政組織法第３条第２項に規定されている委員会。上級機関（例えば、設置さ
れる府省の大臣）から指揮監督を受けず、独立して権限を行使することが保障されて
いる合議制の機関。

施設敷地緊急事態要避難者：
避難の実施に一般避難者以上に時間を要し、かつ、避難の実施により健康リスクが

原子力規制委員会HPより
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高まらない要配慮者、安定ヨウ素剤を事前配布されていない者及び安定ヨウ素剤の服
用が不適切な者のうち、施設敷地緊急事態において早期の避難等の防護措置が必要な
者。

シーベルト（Sv）：
人が放射線に被ばくした場合の影響の度合いを表す組織等価線量や実効線量、ある
いは人の被ばくに着目してサーベイメータなどの測定器で測定される１センチメート
ル線量当量の単位である。
人体の組織・臓器に吸収された放射線のエネルギー量（単位：グレイ（Gy））に、
放射線の種類やエネルギーによる違い（放射線荷重係数）を考慮して求めたものが組
織等価線量である。さらに、組織等価線量に、組織・臓器の放射線感受性の違い（組
織荷重係数）を考慮して求めた線量を、全ての臓器・組織について合計したものが実
効線量である。
組織等価線量や実効線量は放射線測定器で測定できないため、実用上は、実効線量
より安全側の評価となる１センチメートル線量当量を測定し、その線量を実効線量と
みなしている。
なお、全ての組織・臓器の組織荷重係数の和は、１であるので、γ線が全身に均等
に当たった場合は、シーベルトの値とグレイの値は等しくなる。

周辺監視区域：
原子力施設の周囲を柵等で区画し、その外側にいる一般の人の線量が法令に定める
値（年間１mSv）を超えないよう管理している区域。

新規制基準：
福島第一原子力発電所事故の反省をもとに、原子力発電所等の安全を守るために国
と原子力規制委員会により作成された従来の規制基準（核原料物質、核燃料物質及び
原子炉の規制に関する法律）に代わる新しい規制基準（２０１３年７月から施行）。
この新規制基準は、これまでと比べてシビアアクシデント（過酷事故）防止の規制
が強化されると同時に、万一シビアアクシデントやテロが発生した場合に対処するた
めの基準で、使用済燃料の再処理工場や中間貯蔵施設、大学や研究機関の研究用原子
炉等にも適用される。
主な新設項目や強化点は、
過酷事故対策として
・免震機能を持つ緊急時対策所の設置
・事故時に原子炉を冷却する電源車・移動式大容量ポンプ車等の配備
・航空機墜落などのテロへの対策
設計基準の見直しとして
・活断層の真上への原子炉建屋などの設置禁止
・最大級の津波を基準津波として想定
・地震・津波・火山・森林火災などに対する安全対策

などがある。
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従来の規制基準と新規制基準との比較

［た行］
中性子線（n線）：

原子核を構成する素粒子の一つで、電荷を持たず質量が水素の原子核（陽子）の質
量とほぼ等しい。中性子は、水やパラフィン、厚いコンクリートなど水素を多く含む
物質で止めることができる。吸収された線量が同じであれば、ガンマ線よりも人体に
与える影響は大きい。

［な行］
内部被ばく：

放射性物質が吸入や経口により、または創傷を介して体内に取り込まれることによ
り受ける被ばく。日本人は飲食物に含まれる４０Kなどの自然の放射性物質から、平均で
年間約０．９９ミリシーベルト被ばくしている。

［は行］
半減期：

放射性物質の量が元の量の半分になるまでの時間。放射性核種の原子は、放射線を
出すことにより安定した状態へと変化する。このため放射性物質の量は時間が経つと
ともに減少する。半減期は、放射性核種の種類により異なる。

避難行動要支援者：
要配慮者のうち、災害が発生したときに自ら避難することが困
難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に
支援を必要とする者。
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ベクレル（Bq）：
放射能の量を表す単位。１ベクレルは、１秒間に１個の原子核が壊れ、放射線をあ
る確率で放出している放射性物質の放射能の強さや量を表す。

ベータ線（β線）：
原子核の壊変にともなって、原子核から飛び出す電子。マイナスの電荷を持つもの
と、プラスの電荷を持つものがある。厚さ数mmのアルミニウムやプラスチックで止
めることができる。

防護措置実施の基準等に関する用語：
原子力災害対策指針で用いられている用語の意味は以下の通りである。

放射性物質：
放射線を出す能力をもつ原子（放射性核種）を含む物質。

放射線測定器（ガンマ線量率測定用のHORIBARadiPA－１０００）：
自宅等の空間ガンマ線量率（１３７Csの測定など）の測定を希望す
る人に村が貸し出している計測器。検出器にはCsI（Tl）の固体
シンチレータとSiダイオードを採用し、GM管より高感度で寿命
が長い特長がある。線量率の測定範囲は０．００１～９．９９９μSv/hで、
単３乾電池２本で連続５０時間以上使用でき、６０秒間の平均値を１０
秒毎に表示できる。水滴が付着しても使えるように防水対策が施
されている。

放射線測定局：
茨城県や原子力事業者が、空間ガンマ線量や中性子線量を測定するために設置して
いる設備。測定されたデータは、専用回線により２分毎に中央監視局に伝送され、統
計解析、データ保存処理などが行われる。これらの測定データは、役場、オフサイト
センターなどへ送られ、常時最新データが表示されている。また、測定局には、放射
線データの解析に使用される風向、風速、降水量などを観測する気象観測装置も設置
されている。

放射線の身体的影響：
放射線を受けて数週間以内に症状が出る「急性障害」と数ヶ月から数年後になって
症状が出る「晩発性障害」に分けられる。また、しきい値のある「確定的影響」とし
きい値はないと仮定する「確率的影響」に分類することもできる。
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放射線を一度にうけたときの症状

［ま行］
モニタリングステーション（MS）：

原子力施設からの放射線等を常時監視する目的で設置され
た観測局。通常、空間放射線量率、空気中の放射性物質濃度
等の測定や気象観測など複数の項目の測定機能を持つ。これ
に対して、モニタリングポストは通常空間線量率のみを測定
対象とする。空間線量率の測定方法については、「モニタリ
ングポスト」を参照。

モニタリングポスト（MP）：
原子力施設からの放射線を常時監視する目的で設置された
観測局。通常、測定は、ガンマ線が対象で、検出器には、平
常時の放射線レベル（低線量レベル）用の「NaI（Tl）シンチ
レーション検出器」（図の屋上左側）と緊急事態時等の高線量
レベル用「電離箱検出器」（図の屋上右側）が用いられ、広
範囲の空間線量率の測定が可能である。また、中性子線の測定装置が設置されている
モニタリングポストもある。

［や行］
要配慮者：

高齢者・身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・発達障がい者・妊婦・乳幼
児・未就学児童・児童生徒・難病者・人工透析患者・外国人・災害により負傷し自立
歩行が困難になった者等の防災対策において特に配慮を要する者をいう。
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［ら行］
臨界：

ウラン２３５が核分裂すると複数個の新しい中性子が飛び出し、この中性子が次の核分
裂を起こす。このようにして、連続的に核分裂が続いていくことを核分裂の連鎖反応
というが、この連鎖反応が一定割合で持続している状態を臨界という。

臨界事故：
核燃料物質を取扱う施設において、臨界管理に失敗し、予期しない臨界が発生する
こと。臨界状態になるとガンマ線、中性子線及び熱が発生し、作業者に過大な放射線
被ばくを与えることがある。平成１１年９月３０日のJCO臨界事故はこの例に当たる。

臨界管理：
核燃料物質は、質量、容積、放射能濃度が一定の条件を越えると核分裂の連鎖反応
が起こるため、臨界にならないように質量の制限、形状の制限や中性子吸収材の使用
等を行うこと。

出典：東海村地域防災計画、原子力防災基礎用語集（公益財団法人 原子力安全技術センター）、茨城県の原子力安全行政 ほか
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文部科学省のホームページより引用
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東海村民憲章
わたくしたちは
ゆかしい歴史と 原子の火に生きる

東海の村民です

１ 自然に親しみ きれいなまちをつくりましょう
１ 教養を深め 文化のまちをつくりましょう
１ 心身をきたえ 明るいまちをつくりましょう
１ 仕事に励み 豊かなまちをつくりましょう
１ 心を合わせ 住みよいまちをつくりましょう

東海村発足30周年を記念して制定

原子力平和利用推進

宣言の村

核 兵 器 廃 絶

（昭和６１年６月２６日制定）

世界の平和は全人類の願いであり、原子力の平和利用は人類の生存と繁栄のため、更に推

進しなければならない。

日本が原子力の平和利用に踏み切り、東海村が原子力関連諸施設の設置を受け入れたのは、

原子力基本法の精神を堅持し、平和の目的に限って原子力の研究・開発及び利用を進めると

いうことを確認した上でのことである。しかるに核兵器保有国間の果てしない核軍備拡張競

争は、今や人類の脅威であり憂うべき状況である。

このような時にあたり、唯一の核被爆国として全世界に対し、原子力の平和利用と核兵器

廃絶の実現に向けて訴え続けることは、東海村に住むわれわれにとって大きな使命である。

よって、東海村民は世界のすべての国に向け、原子力の平和利用推進と核兵器の廃絶をこ

こに宣言する。
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防災原子力安全課

●撮影　令和5年7月

●作成　令和８年２月

●縮尺　１:12,000

凡例 事業所名 施設名 表示範囲

日本原子力発電 東海第二発電所 PAZ: 5 km

表示色

原子力科学研究所 JRR-3 UPZ: 5 km

核燃料サイクル工学研究所 東海再処理施設 UPZ: 5 km

原子燃料工業 加工施設 UPZ:0.5km

三菱原子燃料 加工施設 UPZ: 1 km

原子力災害対策重点区域の表示

※詳細は裏面「原子力災害時の避難先」を参照

東海第二発電所
PAZ：5km
範囲円

東海第二発電所
PAZ：5km
範囲円

JRR-3
UPZ：5km
範囲円

JRR-3
UPZ：5km
範囲円

東海再処理施設
UPZ：5km
範囲円

東海再処理施設
UPZ：5km
範囲円

原子燃料工業
UPZ：0.5km
範囲円

三菱原子燃料
UPZ：1km
範囲円

三菱原子燃料
UPZ：1km
範囲円

東海第二発電所
PAZ：5km
範囲円

三菱原子燃料・加工施設

原子燃料工業・加工施設

JRR-3

東海再処理施設

東海第二発電所

石神コミュニティセンター

白方コミュニティセンター

舟石川コミュニティセンター

中丸コミュニティセンター

村松コミュニティセンター

石神局

本米崎局

豊岡局

舟石川局

三菱原燃局

押延局

村松局

原燃工局

総合体育館

照沼小

東海村総合福祉センター「絆」

積水メディカル㈱
創薬支援センター

阿漕ヶ浦公園 国
道
２
４
５
号

（公社）茨城原子力協議会・原子力科学館

真崎コミュニティセンター
真崎古墳群清掃センター

東海病院 村松小
病児・病後児保育施設「るぴなす」

原子燃料工業㈱　東海事業所

緊急保育所「なないろ」

㈱JERA
常陸那珂火力発電所
㈱常陸那珂ジェネレーション
常陸那珂共同火力発電所

ひたちなか市ひたちなか市

（独）国立病院機構
　　茨城東病院

国立研究開発法人　日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

とうかい村松宿こども園

新川

大強度陽子加速器施設
（J－PARC）

白方公園 東海テラパーク

産学連携サテライト

日本原子力発電㈱
東海発電所・
東海第二発電所

（公財）核物質管理センター
東海保障措置センター
国立大学法人　東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻
国立研究開発法人　日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

歴史と未来の交流館

原子力規制庁
東海・大洗原子力規制事務所

中丸小

舟石川小

東海スイミングプラザ
東海南中

テニスコート

ふれあいの森公園
東海高校

ひたちなか・東海広域事務組合
消防本部東海消防署

東海中
なごみ東海村総合支援センター

産業・情報プラザ（アイヴィル）

図書館
東海文化センター 中央公民館

舟石川近隣公園

JR東海駅ひたちなか警察署
東海地区交番

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構本部

百塚保育所

村松幼稚園

村民活動センター

白方小あと地公園

日本原子力発電㈱
東海原子力館別館

東海駅コミュニティ施設
（東海ステーションギャラリー）

白方小

笠松運動公園

佐和高校

姉妹都市交流会館

けやきの杜保育所

舟石川保育所

東海ファーマーズマーケット
にじのなか

東海村役場

石神城址公園

JR常磐線

国道６号

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構
那珂フュージョン科学技術研究所

三菱マテリアル㈱
MHI原子力研究開発㈱

三菱原子燃料㈱

外宿浄水場

東海PA
東海スマートIC常磐自動車道

日本照射サービス㈱  東海センター
㈱ジェー・シー・オー

那珂市那珂市

石神小
石神幼稚園

久慈川河川敷運動場
（石神外宿地先）

久慈川河川敷運動場
（石神内宿地先）

久慈川

日立市日立市日立市

衛生センター

村 の 花

発足３０周年を記念して、「スカシユリ」を村
の花に制定。スカシユリは、本州の北部に分布
し、村では砂丘に群落が多く見られます。花
は、真夏に咲き明るく情熱的で、太陽に向かっ
て咲くことから発展向上を意味し、村を象徴す
るにふさわしい花ということで定めました。

「とうかい」の「と」と原子力のγ（ガンマ）
と太平洋の波で模様化したものです。

（昭和３８年４月１日制定）

村 の 紋 章

村 の 木

発足２５周年を記念して、「黒松」を村の木に
制定。黒松は、村の気候や風土に適し、海岸線
をはじめ村内いたる所に見られます。古来から
長寿を表すとして尊ばれ、また、豊かな緑に包
まれた村の快適環境を象徴するにふさわしい木
ということで定めました。

村 の 鳥

発足４０周年を記念して、「メジロ」を村の鳥
に制定。目のまわりに白い輪があることから

「メジロ」の由来があり、魅力的な声でさえず
ります。メジロは村内に広く生息し、昔から地
域の人々に親しまれてきたことから、村を象徴
するにふさわしい鳥ということで定めました。



東 海 村

令和７年度
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